
2012/02/20 9:30:11 ／ 11805247_ＧＭＯクラウド株式会社_招集通知

株主各位
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　 　 証券コード　3788

　 　 平成24年３月６日

株 主 各 位　 　

　 　 東 京 都 渋 谷 区 桜 丘 町 2 6 番 １ 号
　 　 Ｇ Ｍ Ｏ ク ラ ウ ド 株 式 会 社
　 　 代表取締役社長 青 山 　 満
　

第19回定時株主総会招集ご通知

拝啓　平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申しあげます。

　さて、当社第19回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご出席ください

ますようご通知申しあげます。

　なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使することができますの

で、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討いただき、同封の議決権行使書用紙

に議案に対する賛否をご表示のうえ、平成24年３月21日（水曜日）午後６時30分までに

到着するようご返送くださいますようお願い申しあげます。

敬　具

記

l. 日 時 平成24年３月22日（木曜日）午後６時

2. 場 所 東京都渋谷区桜丘町26番１号

　 　 セルリアンタワー東急ホテル　地下２階「朝霧」

　 　 （末尾の株主総会会場ご案内図をご参照ください。）

3. 目 的 事 項 　

　 報 告 事 項 　

　 1.　第19期（平成23年１月１日から平成23年12月31日まで）事業報告、連結計算

書類ならびに会計監査人および監査役会の連結計算書類監査結果報告の件

　 2.　第19期（平成23年１月１日から平成23年12月31日まで）計算書類報告の件

　 決 議 事 項 　

　 第１号議案 剰余金の処分の件

　 第２号議案 定款一部変更の件

　 第３号議案 取締役７名選任の件

　 第４号議案 監査役２名選任の件

以　上

◎当日総会にご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出
くださいますようお願い申しあげます。

  また、資源節約のため、本招集ご通知をご持参くださいますようお願い申しあげます。
◎株主総会参考書類ならびに事業報告、計算書類および連結計算書類に修正が生じた場
合は、インターネット上の当社ウェブサイト（http://ir.gmocloud.com/）に掲載させ
ていただきます。
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（添付書類）

事　 業　 報　 告

(平成23年１月１日から)平成23年12月31日まで
　
1.　企業集団の現況に関する事項

(1) 事業の経過および成果

　当連結会計年度におけるわが国経済は、東日本大震災の影響に加え、急激な円高

や欧州債務危機を発端とした世界経済の減速に伴う影響等により、依然として先行

きが不透明な状況で推移しました。

　当社グループの事業分野であるインターネットサービス市場においても、ICT投資

を抑制する傾向が続き、サービス利活用の選定に一層厳しい目が向けられています。

また、同業・類似業者との競争激化等の環境変化もありますが、インターネット資

産に対する企業の考え方は「所有」から「利用」へと大きく変化しており、当社グ

ループの主力事業の市場は、堅調に拡大しています。

　このような事業環境の中、ホスティングサービス（※１）事業においては、既存

ホスティングサービス市場からより成長性の高いクラウドサービス（※２）のサー

ビス開発を行い、４月よりサービス提供を開始しました。セキュリティサービス事

業においては、販売代理店の利便性を考えた商品の提供により、引き続き販売代理

店の拡大を進めました。また、サポートの拡充等の販売強化を行い、さらなるグロ

ーバル展開を進めました。

　さらに、当社をとりまく事業環境が「クラウドコンピューティング」を中心に急

激に変化する中で、ホスティングを包括するクラウドビジネスに資源を集中して、

日本発のグローバルクラウドサービスを提供すべく、当社はＧＭＯクラウド株式会

社に、連結子会社であるHosting＆Security, Inc.（米国）はGMO CLOUD AMERICA

INC.に商号変更を行いました。

　以上の結果、当連結会計年度の業績は、売上高9,029,256千円（前期比8.3％増）、

営業利益761,020千円（前期比28.5％減）、経常利益794,025千円（前期比25.7％

減）、当期純利益377,957千円（前期比44.5％減）となりました。

　

　　事業別の概況は以下のとおりであります。

（ホスティングサービス事業）

　当社グループは、当社を始め、連結子会社のGMO CLOUD AMERICA INC.（米国）、

株式会社アット・ワイエムシー、株式会社ワダックスにおいて、ホスティングサー

ビス事業を展開しています。
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　共用ホスティングサービス、仮想専用ホスティングサービス(VPS)においては、昨

年立ち上げた低価格ブランドの契約数が順調に増加しました。

　2011年より本格参入したクラウドサービスにおいては、４月にバーチャルプライ

ベートクラウド「IQcloud（アイキュークラウド）」とパブリッククラウドサービス

「GMOクラウドPublic（パブリック）」の提供を、６月には米国市場向けパブリック

クラウドサービス「GMO Cloud（ジーエムオークラウド）」の提供をそれぞれ開始し

ました。さらに、12月には「GMOクラウドPublic」を従来のパフォーマンスの約４倍

に増強し、国内最高水準のサービスを目指した取組みを行っています。また、クラ

ウドサービスの認知度向上を図るべく、５月に開催された日本最大のクラウドコン

ピューティング専門展「クラウドコンピューティングEXPO春」に出展し、積極的な

広告宣伝活動を行いました。

　以上の結果、当連結会計年度のホスティングサービス事業の売上高は6,704,879千

円（前期比8.4％増）、セグメント利益は628,106千円（前期比29.6％減)となりまし

た。

（セキュリティサービス事業）

当社グループは、連結子会社のGlobalSign NV（ベルギー）が認証する「グローバ

ルサイン」ブランドの電子証明書を、当社の連結子会社であるＧＭＯグローバルサ

イン株式会社、GMO GlobalSign Ltd.（英国）、GMO GlobalSign, Inc.（米国）を通

じて発行するサービスを展開しています。また、株式会社トリトンにて他ブランド

による電子認証サービス事業を展開しています。

セキュリティサービス事業においては、急激な円高の影響を受けたものの、日本・

米国・英国各拠点の販売代理店の拡大、商材の拡充などにより業績は順調に推移し

ました。KDDI社やクラウド導入プロバイダーのOnApp社と業務提携し、グローバルで

の販路を拡大しました。さらに、国内の認証局初の「ページ認証」の導入や、特許

を取得した「第二世代ワンクリックSSL」等の販売力のある商品の開発により、さら

なる販売代理店の拡大を進めました。また、９月に認証局へのハッキング声明を受

けて一時的に証明書発行業務を停止しましたが、不正な証明書は発行されていない

ことが確認され、より安全性を高めた上ですべての業務を再開しています。

以上の結果、当連結会計年度のセキュリティサービス事業の売上高は1,853,690千

円（前期比9.2％増）、セグメント利益は162,570千円（前期比5.2％増)となりまし

た。
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（ソリューションサービス事業）

当社グループは、コミュニケーションテレコム株式会社および株式会社シーエム

ティにおいて、「WEBコンサルティングサービス」「オフィスコンサルティングサー

ビス」を展開しています。東日本大震災により仙台事務所の一部が被災した他、物

流の滞りの影響を受けましたが、モバイルソリューションへの注力により、受注は

回復しました。

また、ＧＭＯスピード翻訳株式会社において「スピード翻訳サービス」を提供し

ており、利用者数は順調に増加しています。

以上の結果、当連結会計年度のソリューションサービス事業の売上高は603,652千

円（前期比13.5％増）、セグメント利益2,024千円（前期比90.2％減）となりました。

　　
※１　「ホスティングサービス」とは、ウェブサイトの公開や電子メール、各種

アプリケーションの利用等に必要なサーバー群の機能を、インターネット

に繋げた状態で貸し出すサービスのことです。お客さまが自己でサーバー

を運用する場合に比べて、専門的な知識が不要で、コストの削減、安定し

たサーバー運用が可能になりますので、サーバー運用になじみがないお客

さまにとりましても簡単にウェブサイト公開ができ、電子メール、各種ア

プリケーション（ショッピングカート、データベースソフト、グループウ

ェア等）を利用することができます。

※２　「クラウドサービス」とは、ホスティングサービスと同様にウェブサイト

の公開や電子メール、各種アプリケーションの利用等に必要なサーバー群

の機能を、インターネットに繋げた状態で貸し出すサービスです。月単位

の利用に応じて課金するホスティングサービスに比べて、分単位の利用に

応じて課金するサービスのため、利用時には用途に応じて必要なリソース

(CPU、メモリ、ディスク容量)を必要な時間だけ効率よく利用することがで

きます。　

　　

(2) 設備投資の状況

　当連結会計年度において実施した設備投資の総額は544,646千円であり、その内訳は

次のとおりであります。

①　顧客サービス提供用設備投資 492,971千円

②　その他社内利用設備投資 51,675千円
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(3) 資金調達の状況

　記載すべき重要な事項はありません。

　

(4) 事業の譲渡、吸収分割または新設分割の状況

　該当事項はありません。

　

(5) 他の会社の事業の譲受けの状況

　該当事項はありません。

　

(6) 吸収合併または吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状況

　記載すべき重要な事項はありません。

　　

(7) 他の会社の株式その他の持分または新株予約権等の取得または処分の状況

　記載すべき重要な事項はありません。　

　

(8) 対処すべき課題

当社グループが属するインターネット業界での国内外の競争が激化する中にあって、

安定した収益を確保し続けるために、次のような課題に重点を置いて企業価値の増大

を図る所存であります。

①　サービスの拡充

当社グループは、世界の法人・事業者の皆さまに対して、「満足と喜び」を実感

していただけるサービスを提供し続けることを使命としており、お客さまのニーズ

に応えた新サービスの提供が不可欠であると認識しております。

また、常にお客さまのニーズをくみとり、自社開発だけでなく各分野のリーダー

企業との提携を積極的に行うことにより、サービス開発にかかる期間を短縮し、コ

スト効率を向上させながら、他社とは差別化されたサービスの提供を行ってまいり

ます。

②　技術開発に対する投資

当社グループは、技術開発が競争力の根幹であるとの認識の下、なお一層信頼で

きる使いやすいサービスを提供するため、システムの自動化・システムの安定性・

システムの拡張性等に課題を置いた技術開発を行ってまいります。

③　人材の育成および確保

ホスティングサービス事業、セキュリティサービス事業およびソリューションサ

ービス事業は、技術革新とマーケットの拡大が同時進行しており、優秀な人材の確

保と人材の継続的な育成が、重要な課題であると考えております。当社グループで

は、引き続き優秀な人材の確保に努めるとともに、実力本位の人事処遇制度の確立

と人材育成サイクルの確立に、なお一層取り組んでまいります。
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④　新規事業への投資

当社グループが属するインターネットサービス業界は、まだまだ成長余地の大き

い領域であると認識しております。当社グループは、ホスティングサービスおよび

セキュリティサービスにこれまで注力してまいりましたが、既存の事業基盤とシナ

ジーが生まれる新規事業の研究・開発への投資を積極的に行い、企業価値の拡大に

努めてまいります。当社グループでは、自社内で新規事業の研究・開発を行ってお

りますが、新規事業開発のスピードおよび効率性を重視して、付加価値の高い企業

との提携、M&Aによる展開を図ることも、企業価値の増大に対しての重要な課題と認

識しております。

⑤　管理体制の充実

　当社グループは、既存事業の急激な成長および新規事業への積極的な投資を行う

一方で、リスク管理体制・法令遵守体制を充実させ、会社の成長と経営管理のバラ

ンスの取れた組織運営体制の一層の確立が、重要な課題と考えております。

　

当社グループは、今後ともホスティングサービスおよびセキュリティサービスの分

野で圧倒的な一番となるとともに、お客さまの笑顔と感動を創造し、社会と人々に貢

献できる企業となるべく、全社総力をあげて取り組んでまいります。

株主の皆さまにおかれましては、引き続き格別のご支援とご協力を賜りますようお

願い申しあげます。
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(9) 財産および損益の状況の推移

①　企業集団の財産および損益の状況の推移

項目
第16期

平成20年12月期
第17期

平成21年12月期
第18期

平成22年12月期

第19期
(当連結会計年度)
平成23年12月期

売 上 高 (千円) 7,187,454 7,594,264 8,333,707 9,029,256

営 業 利 益 (千円) 804,182 1,141,221 1,064,909 761,020

経 常 利 益 (千円) 787,882 1,159,751 1,069,191 794,025

当 期 純 利 益 (千円) 70,582 613,490 681,038 377,957

１株当たり当期純利益 (円) 606.60 5,270.52 5,859.72 3,257.50

総 資 産 (千円) 5,213,827 5,992,056 6,675,580 6,748,328

純 資 産 (千円) 3,255,507 3,712,275 3,961,357 3,999,126

１株当たり純資産額 (円) 27,804.06 31,552.57 33,770.35 34,444.60

（注）1.　１株当たり当期純利益は、期中平均株式数（自己株式を除く）に基づき算出
しております。

2.　１株当たり純資産額は、期末発行済株式総数（自己株式を除く）に基づき算
出しております。

　
　

②　当社の財産および損益の状況の推移

項目
第16期

平成20年12月期
第17期

平成21年12月期
第18期

平成22年12月期

第19期
(当　期)

平成23年12月期

売 上 高 (千円) 5,274,149 5,187,302 5,230,682 5,082,479

営 業 利 益 (千円) 997,023 971,957 747,908 374,269

経 常 利 益 (千円) 1,049,510 1,035,219 815,335 498,950

当 期 純 利 益 (千円) 572,689 609,499 525,502 311,603

１株当たり当期純利益 (円) 4,921.80 5,236.23 4,521.47 2,685.61

総 資 産 (千円) 5,514,640 6,125,070 6,148,104 6,161,429

純 資 産 (千円) 4,048,930 4,472,905 4,744,386 4,822,583

１株当たり純資産額 (円) 34,787.61 38,423.73 40,890.37 41,564.33

（注）1.　１株当たり当期純利益は、期中平均株式数（自己株式を除く）に基づき算出
しております。

2.　１株当たり純資産額は、期末発行済株式総数（自己株式を除く）に基づき算
出しております。
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(10) 重要な親会社および子会社の状況

①　親会社との関係

　当社の親会社は、ＧＭＯインターネット株式会社で、同社は当社の株式59,669株

を保有しており、その議決権比率は51.4％であります。

　なお、当社とＧＭＯインターネット株式会社との営業上の取引は、ホスティング

サービスのＯＥＭ供給およびドメインの仕入取引等があります。

②　重要な子会社の状況

会 社 名 資 本 金
当社の

議決権比率
主 要 な 事 業 内 容

GMO CLOUD AMERICA INC. US$504,400 100.0％ ホスティングサービス事業

株式会社アット・ワイエムシー 43,000千円 100.0％ ホスティングサービス事業

アイティーネクストホールディングス株式会社 10,000千円 100.0％ ホスティングサービス事業

株式会社ワダックス　 50,000千円
－％

(100.0％)
ホスティングサービス事業

ＧＭＯグローバルサイン株式会社 356,640千円 89.8％ セキュリティサービス事業

GMO GlobalSign Ltd. ￡1,093,236
－％

(100.0％)
セキュリティサービス事業

GMO GlobalSign, Inc. US$750,000
－％

(100.0％)
セキュリティサービス事業

GlobalSign NV 3,728,311
－％

(100.0％)
セキュリティサービス事業

株式会社トリトン 9,000千円
－％

(100.0％)
セキュリティサービス事業

ＧＭＯスピード翻訳株式会社 30,000千円 70.0％ ソリューションサービス事業

コミュニケーションテレコム株式会社 34,550千円 100.0％ ソリューションサービス事業

株式会社シーエムティ　 9,000千円
－％

(100.0％)
ソリューションサービス事業

（注）１.　GMO GlobalSign Ltd.、GlobalSign NV、GMO GlobalSign, Inc.および株式会

社トリトンの「当社の議決権比率」の（　）内の数値は、ＧＭＯグローバル

サイン株式会社の議決権比率であります。

２.　株式会社シーエムティの「当社の議決権比率」の（　）内の数値は、コミュ

ニケーションテレコム株式会社の議決権比率であります。

３.　株式会社ワダックスの「当社の議決権比率」の（　）内の数値は、アイティ

ーネクストホールディングス株式会社の議決権比率であります。

４.　株式会社ワダックスは、平成24年２月１日付で、ＧＭＯクラウドＷＥＳＴ株

式会社に商号を変更しております。
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(11) 主要な事業内容（平成23年12月31日現在）

　ホスティングサービスと、電子証明書発行サービスを中心とするセキュリティサー

ビスを主要な事業としております。

　

(12) 主要な事業所（平成23年12月31日現在）

①　当社の主要な事業所

　 本社 東京都渋谷区桜丘町26番１号セルリアンタワー

②　子会社の事業所

　 GMO CLOUD AMERICA INC.　 米国 カリフォルニア州

　 株式会社アット・ワイエムシー 山口県 下関市

　 アイティーネクストホールディングス株式会社 大阪府 大阪市北区

　 株式会社ワダックス 大阪府 大阪市北区

　 ＧＭＯグローバルサイン株式会社 東京都 渋谷区

　 GMO GlobalSign Ltd. 英国 ケント州

　 GMO GlobalSign, Inc. 米国 ニューハンプシャー州

　 GlobalSign NV ベルギー フラームス・ブラバント州

　 株式会社トリトン 神奈川県 鎌倉市

　 ＧＭＯスピード翻訳株式会社 東京都 渋谷区

　 コミュニケーションテレコム株式会社 北海道　　札幌市中央区

　 株式会社シーエムティ 北海道 札幌市中央区

　

(13) 従業員の状況（平成23年12月31日現在）

①　企業集団の従業員の状況

事 業 区 分 従 業 員 数

ホ ス テ ィ ン グ サ ー ビ ス 事 業 198人  （34人）

セ キ ュ リ テ ィ サ ー ビ ス 事 業 134人　（ 2人）

ソ リ ュ ー シ ョ ン サ ー ビ ス 事 業 61人　（ 1人）

全 社 ( 共 通 ) 20人　（ 1人）

合 計 413人  （38人）

（注）１. 従業員数の（　）は、臨時従業員の年間平均雇用人数であり、外数でありま

す。

２. 全社（共通）として記載されている従業員数は、特定のセグメントに区分で

きない管理部門（内部監査グループ、コーポレート部）に所属している従業

員数であります。
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②　当社の従業員の状況

従　業　員　数 前期末比増減 平　均　年　齢 平均勤続年数

185人（41人） 11人増（3人増） 35.2歳 4.6年

（注）従業員数の（　）は、臨時従業員の年間平均雇用人数であり、外数であります。

　

(14) 主要な借入先（平成23年12月31日現在）

借 入 先 借 入 金 残 高(千円)

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 148,400

　

(15) その他企業集団の現況に関する重要な事項

　該当事項はありません。

　

2.　会社の株式に関する事項（平成23年12月31日現在）

(1) 発行可能株式総数 343,600株

(2) 発行済株式の総数 116,540株

(3) 株主数 4,725名（前期末比1,186名増）

(4) 大株主

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

　 株 ％

GMOインターネット株式会社 59,669 51.4

株式会社あおやま　 6,069 5.2

Verio, Inc.　 4,700 4.1

青山　満　 3,487 3.0

中条　一郎 3,487 3.0

マイクロソフト株式会社　 1,114 1.0

木村　和生 1,085 0.9

ノーザン トラスト カンパニー エイブイエフシ
ー リ ノーザン トラスト ガンジー ノン トリー
ティー クライアンツ　　

896 0.8

坂本　友群　 791 0.7

永田　敏章　 788 0.7

（注）比率の算出は、自己株式（513株）を控除して行っております。　
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(5) その他株式に関する重要な事項

　該当事項はありません。

　

3.　会社の新株予約権等に関する事項（平成23年12月31日現在）

(1) 当社役員が保有している新株予約権の状況

　該当事項はありません。

(2) 当該事業年度中の新株予約権交付の状況

　該当事項はありません。

(3) その他新株予約権等に関する重要な事項

　平成23年12月31日現在で有効な新株予約権の概要は、次のとおりです。

（平成17年８月16日の臨時株主総会の決議によるもの）

・新株予約権の数　　　　　　　　　44個（新株予約権１個につき10株）

・目的となる株式の種類および数　　普通株式　440株

・上記のうち、当社役員が保有する新株予約権はありません。



2012/02/20 9:30:11 ／ 11805247_ＧＭＯクラウド株式会社_招集通知

会社役員に関する事項

－ 12 －

4.　会社役員に関する事項

(1) 取締役および監査役の氏名等（平成23年12月31日現在）

会社における地位 氏　　名 担当および重要な兼職の状況

取 締 役 会 長 熊 谷 正 寿

GMOインターネット㈱代表取締役会長兼社長　グループ代表
㈱paperboy&co.取締役会長
GMOペイメントゲートウェイ㈱取締役会長兼社長
GMOアドパートナーズ㈱取締役会長　

代表取締役社長 青 山 　 満
GMOインターネット㈱取締役
GMOスピード翻訳㈱代表取締役社長　

取締役副社長 中 条 一 郎
セキュリティサービス事業統括兼エンタープライズ営業部門統括
GMOグローバルサイン㈱代表取締役社長

常 務 取 締 役 深 山 智 房 業務部門統括

常 務 取 締 役 田 中 康 明 ホスティング営業部門統括

常 務 取 締 役 閑 野 倫 有 ソリューションサービス事業統括兼コーポレート部門統括

取 締 役 安 田 昌 史

GMOインターネット㈱専務取締役　グループ管理部門統括
GMOペイメントゲートウェイ㈱社外監査役
㈱paperboy&co.社外監査役
GMOアドパートナーズ㈱社外取締役　
GMOクリック証券㈱社外取締役　

常 勤 監 査 役 藤 田 智 秀 　

監 査 役 稲 葉 幹 次
GMOインターネット㈱相談役
GMOアドパートナーズ㈱社外監査役　

監 査 役 佐 藤 明 夫

弁護士
㈱アミューズ社外監査役
インフォテリア㈱社外監査役
GMOクリック証券㈱社外監査役
㈱ポーラ・オルビスホールディングス社外監査役
GMOペイメントゲートウェイ㈱社外取締役　

（注）1.　取締役安田昌史氏は、社外取締役であります。

2.　監査役稲葉幹次氏および監査役佐藤明夫氏は、社外監査役であります。

3.　監査役佐藤明夫氏は、株式会社東京証券取引所に対し、独立役員として届け

　　出ております。　

　

(2) 取締役および監査役の報酬等の額

区 分 支 給 人 員 支給総額(千円)

取 締 役 ５人 142,405

監 査 役 ２人 15,600

合 計 ７人 158,005

（注）1.　取締役の使用人兼務分給与はありません。

2.　期末現在の役員の数と上記報酬支給人員数とに相違がありますが、これは、

親会社から派遣される非常勤役員について、無報酬としていることによるも

のであります。　
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(3) 社外役員に関する事項

①　他の会社の重要な兼職の状況

区　分 氏 名 兼 職 先
当社と兼職先
と の 関 係

社外取締役 安 田 昌 史

GMOインターネット㈱専務取締役　グループ管理部門統括
GMOペイメントゲートウェイ㈱社外監査役
㈱paperboy&co.社外監査役
GMOアドパートナーズ㈱社外取締役　
GMOクリック証券㈱社外取締役　

親会社
親会社の子会社
親会社の子会社
親会社の子会社　

社外監査役 稲 葉 幹 次
GMOインターネット㈱相談役
GMOアドパートナーズ㈱社外監査役

親会社
親会社の子会社

社外監査役 佐 藤 明 夫

㈱アミューズ社外監査役
インフォテリア㈱社外監査役
GMOクリック証券㈱社外監査役
㈱ポーラ・オルビスホールディングス社外監査役
GMOペイメントゲートウェイ㈱社外取締役

　
　
親会社の子会社　
　
親会社の子会社

②　当該事業年度における主な活動状況

区　分 氏 名 主 な 活 動 状 況

社外取締役 安 田 昌 史

当事業年度に開催された取締役会19回のうち18回に出席
し、GMOインターネット㈱の役員としての豊富な経験に基
づく発言に加え、公認会計士としての専門的見地からの
発言を行っております。

社外監査役 稲 葉 幹 次

当事業年度に開催された取締役会19回の全てと、当事業
年度に開催された監査役会９回の全てに出席し、GMOイン
ターネット㈱の元役員としての豊富な経験に基づき、取
締役の職務の執行および取締役会における意思決定過程
が適正であるかどうか等について、必要に応じ発言を行
っております。

社外監査役 佐 藤 明 夫

当事業年度に開催された取締役会19回のうち17回と、当
事業年度に開催された監査役会９回のうち８回に出席し、
社外役員の豊富な経験に基づく発言に加え、弁護士とし
ての専門的見地から取締役の職務の執行および取締役会
における意思決定過程が適正であるかどうか等について、
必要に応じ発言を行っております。

③　社外役員の報酬等の総額および当社の親会社または当該親会社の子会社から当該

事業年度に役員として受けた報酬等の額

　 人　数 報酬等の額

社外役員の報酬等の総額等 １人 3,600千円

親会社または当該親会社の子会社からの役員報酬等 ２人 54,950千円
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5.　会計監査人の状況

(1) 会計監査人の名称

有限責任監査法人トーマツ

　

(2) 当該事業年度に係る会計監査人の報酬等の額

　 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 30,000千円

　 当社および当社子会社が支払うべき金銭その他財産上の利益の合計額 30,000千円

(注)当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品

取引法に基づく監査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区

分できませんので、当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額にはこれらの合

計額を記載しております。

　

(3) 非監査業務の内容

　該当事項はありません。

　

(4) 会計監査人の解任または不再任の決定の方針

　取締役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断

した場合は、監査役会の同意を得たうえで、または監査役会の請求に基づいて、会計

監査人の解任または不再任を株主総会の会議の目的とすることといたします。

　監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認め

られる場合は、監査役全員の同意に基づき、監査役会が会計監査人を解任いたします。

この場合、監査役会が選定した監査役は、解任後最初に招集される株主総会において、

解任の旨およびその理由を報告いたします。

　

6.　会社の体制および方針

  業務の適正を確保するための体制

当社は、会社法および会社法施行規則に定める「業務の適正を確保する体制」につ

いて、取締役会において決議しております。その概要は以下のとおりであります。

①　基本方針策定にあたっての考え方

当社グループは、「インターネットの両端を笑顔で結ぶ」というコーポレートキ

ャッチの下、世界の法人・事業者の皆さまに対して、売上向上・経営効率化等を図

るネットビジネス上のシステムを提供し、「満足と喜び」を実感していただけるサ

ービスを提供し続けることを使命とする。
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この使命を実現するために、適正な業務執行のための体制を整備し、運用してい

くことが重要な経営の責務であると認識し、以下の内部統制システム基本方針を定

めるとともに、今後とも社会・経済情勢その他の環境の変化に応じ不断の見直しを

行い、その改善・充実に努める。

②　取締役および使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するた

めの体制

イ．法令および定款等の遵守体制の実効性を確保するため、社長を責任者とする内

部統制委員会を設置する。内部統制委員会は、内部統制に関する諸活動（①計画、

教育・研修・リスク評価等の審議・決定、②内部統制に関する各種規定・文書の

審査・決定、③内部統制の有効性の改善に関する事項の審議・決定、等）を推進

し、管理する。

ロ．内部統制委員長に任命された取締役は、内部統制システムの整備状況を定期的

に（年１回）常勤取締役等で構成される幹部会議に報告する。また、内部統制に

関する重要な欠陥が発見された場合は、ただちに幹部会議に報告するとともに、

随時、取締役会に報告する。

ハ．GMOインターネットグループ全体で運用している「GMOグループヘルプライン制

度」へ参加することにより、使用人または取締役の職務の執行が法令・定款に適

合していない事実を発見した者が、第三者（GMOグループヘルプライン事務局）へ

通報できる体制を整備する。また、顧客からのクレーム等が担当者や担当部署だ

けではなく、取締役および業務の執行に責任を有する使用人に同時に通報される

システムを採用し、トップマネジメント層が使用人または取締役の職務の執行が

法令・定款に適合していない事実を、迅速に把握できる環境を確保する。

ニ．社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力とは、一切の関係・取引・交渉

をせず、また利用しないことを基本方針とし、反社会的勢力から不当要求を受け

た場合には、組織全体で毅然とした態度で臨み、反社会的勢力による被害の防止

に努める。

③　取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制

イ．取締役の職務の執行は、法令・定款のほか取締役会規程、組織規程、業務分掌

規程、職務権限規程等に基づいて行われ、その職務の執行に係る情報は、稟議規

程、取締役会規程等に基づき稟議書または取締役会議事録等に記録され、その記

録の保存・管理は、文書管理規程等に基づいて行われるものとする。

ロ．文書管理担当者は、監査役または内部監査担当者から取締役の職務の執行に係

る情報について閲覧・謄写を請求された場合は、積極的に協力しなければならな

い。
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④　損失の危機の管理に関する規程その他の体制

イ．内部監査グループを内部監査部署とし、社長直轄とする。内部監査責任者は内

部監査グループチーフとする。

ロ．内部監査担当者は、内部監査の実施にあたって、法令・定款はもとより経理規

程、取引先管理規程、個人情報保護規程等の遵守状況を監査し、損失の危機の有

無を確認しなければならない。

ハ．内部監査の実施により法令・定款違反その他の事由に基づき損失の危機のある

業務執行行為が発見された場合には、内部監査担当者は直ちに内部監査責任者に

通報し、内部監査責任者は発見された危機の内容およびそれがもたらす損害の程

度等について、常勤取締役等で構成される幹部会議に報告する。

⑤　取締役の職務の執行が効率的に行われていることを確保するための体制

イ．組織規程、業務分掌規程、職務権限規程等に基づいて各取締役の担当職務を明

確化するとともに、毎期の事業計画に基づいて各取締役の業績目標または予算目

標を作成し、その職務執行結果を360度評価法により評価する。

ロ．常勤取締役間の情報共有を図り、意思決定の迅速化と職務執行の効率化に資す

るため、毎週１回、常勤取締役等で構成される幹部会議を開催する。

⑥　財務報告の信頼性を確保するための体制

イ．適正な会計処理を確保し、財務報告の信頼性を向上させるため、経理業務に関

する規程を定めるとともに、財務報告に係る内部統制の体制準備と有効性向上を

図る。

ロ．内部監査部署は、財務報告に係る内部統制について監査を行う。監査を受けた

部署は、是正、改善の必要があるときは、その対策を講じる。

⑦　株式会社ならびにその親会社および子会社からなる企業集団における業務の適正

を確保するための体制

イ．子会社および関連会社（以下、「子会社等」という。）の業務執行管理は、関

連会社管理規程に基づいて行われるものとし、コーポレート部門担当取締役が管

掌する。

ロ．コーポレート部門担当取締役は、当社および子会社間の情報共有を図り、子会

社等の業務の適正を確保するため、毎月１回、財務報告を確認するとともに、各

子会社等の取締役会等に出席するものとする。

ハ．コーポレート部門担当取締役は、当社と親会社および子会社等との間における

不適切な取引または会計処理を防止するため、四半期毎の会計監査人による会計

監査に立ち会うとともに、必要に応じて子会社等の業務監査を行うものとする。
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⑧　監査役がその職務の補助をすべき使用人を置くことを求めた場合における当該使

用人に関する事項

監査役会において監査役の職務を補助すべき使用人を求める決議がされた場合は、

人事担当取締役は速やかに当該使用人候補を選定し、常勤監査役の同意を得ること

とする。

⑨　監査役の補助をすべき使用人の取締役からの独立性に関する事項

監査役の補助をすべき使用人の取締役からの独立性を確保するため、当該使用人

の任命、異動、人事評価等の人事権の係る事項の決定は、事前に常勤監査役の同意

を得ることとする。

⑩　取締役および使用人が監査役に報告するための体制その他の監査役への報告に関

する体制

イ．監査役が重要な意思決定の過程および業務の執行状況を把握できるようにする

ため、取締役会はもとより定例部長会などの重要会議は、常勤監査役出席のもと

に開催されるものとする。

ロ．取締役および業務の執行に責任を有する使用人は、当社もしくは子会社等に著

しい損害を及ぼすおそれのある事実や、これらの会社において法令・定款に違反

する重大な事実が発生する可能性もしくは発生した場合は、速やかに監査役に対

して報告しなければならない。

⑪　その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

イ．監査役による監査の実効性・効率性を確保するため、会計監査人による監査結

果報告は、監査役出席のもとに開催されるものとする。また、内部監査に係る書

類は、監査役に回覧されるものとする。

ロ．取締役および業務の執行に責任を有する使用人は、監査役から説明を求められ

たり、重要な決裁書類等の閲覧・謄写を請求された場合は、積極的に協力しなけ

ればならない。

　

7.　株式会社の支配に関する基本方針

　該当事項はありません。

　

　



（注）本事業報告中の記載金額および株式数は、表示単位未満を切り捨てて表示してお

ります。

また、比率等は、表示桁未満の端数を四捨五入して表示しております。
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連 結 貸 借 対 照 表

（平成23年12月31日現在）
（単位：千円）

　
 資 産 の 部  負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 4,120,067 流  動  負  債 2,500,824
現 金 及 び 預 金 3,038,980 買 掛 金 126,192
売 掛 金 744,908 １年以内返済予定の長期借入金 52,800
前 払 費 用 190,564 未 払 金 365,668
繰 延 税 金 資 産 27,537 リ ー ス 債 務 52,032
そ の 他 129,437 未 払 法 人 税 等 162,487
貸 倒 引 当 金 △11,361 未 払 消 費 税 等 30,470

　 　 前 受 金 1,525,028
　 　 賞 与 引 当 金 8,802

固 定 資 産 2,628,260 役 員 賞 与 引 当 金 5,293

有 形 固 定 資 産 498,580 販 売 促 進 引 当 金  4,588
建 物 36,051 そ の 他 167,460
工具、器具及び備品  305,471 　  
リ ー ス 資 産  157,058 固 定 負 債 248,377
　  1,601,939 長 期 借 入 金 95,600
無 形 固 定 資 産  リ ー ス 債 務 104,611
の れ ん 973,018 繰 延 税 金 負 債 16,467

ソ フ ト ウ ェ ア 614,617 そ の 他 31,697

そ の 他 14,302 負 債 合 計 　 　2,749,201

　  純 資 産 の 部
投資その他の資産 527,741 株 主 資 本 4,317,689
投 資 有 価 証 券 102,151 資 本 金 910,075
関 係 会 社 株 式 92,989 資 本 剰 余 金 998,823
匿 名 組 合 出 資 金 57,855 利 益 剰 余 金 2,447,727
長 期 前 払 費 用 61,786 自 己 株 式 △38,936
敷 金 ・ 保 証 金 150,205 　 　
繰 延 税 金 資 産 50,760 その他の包括利益累計額 △321,185
そ の 他 11,992 その他有価証券評価差額金 △8,604
  繰延ヘッジ損益 158
  為替換算調整勘定 △312,739

  　 　

  少 数 株 主 持 分 2,623
　 　 純 資 産 合 計 3,999,126
資 産 合 計 6,748,328 負 債 純 資 産 合 計 6,748,328

　（注）　記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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連 結 損 益 計 算 書

（平成23年１月１日から平成23年12月31日まで）
（単位：千円）

科 目 金 額

売 上 高 　 9,029,256

売 上 原 価 　 3,785,306

売 上 総 利 益 　 5,243,949

販売費及び一般管理費 　 4,482,928

営 業 利 益 　 761,020

営 業 外 収 益 　 　

受 取 利 息 1,364 　

匿 名 組 合 投 資 利 益 38,976 　

そ の 他 3,193 43,534

営 業 外 費 用 　 　

支 払 利 息 7,277 　

為 替 差 損 2,939 　

そ の 他 313 10,530

経 常 利 益 　 794,025

特 別 利 益 　 　

固 定 資 産 売 却 益 56,377 　

保 険 解 約 返 戻 金 25,370 　

そ の 他 3,862 85,610

特 別 損 失 　 　

減 損 損 失 27,042 　

固 定 資 産 除 却 損 9,275 　

投 資 有 価 証 券 評 価 損 19,840 　

事 務 所 移 転 費 用 5,075 　

和 解 金 4,578 　
資産除去債務会計基準の適用
に 伴 う 影 響 額

10,430 　

そ の 他 14,200 90,442

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 　 789,193

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 349,273 　

法 人 税 等 調 整 額 52,956 402,229

少 数 株 主 損 益 調 整 前 当 期 純 利 益 　 386,963

少 数 株 主 利 益 　 9,005

当 期 純 利 益 　 377,957

（注）　記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結株主資本等変動計算書

（平成23年１月１日から平成23年12月31日まで）
（単位：千円）

　
株 主 資 本

資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自 己 株 式 株主資本合計

前 期 末 残 高 910,075 998,823 2,307,624 △38,936 4,177,586

当 期 変 動 額 　 　 　 　 　

剰余金の配当 　 　 △237,855 　 △237,855

当期純利益 　 　 377,957 　 377,957

株主資本以外の項目
の当期変動額(純額)

　 　 　 　 　

当期変動額合計 － － 140,102 － 140,102

当 期 末 残 高 910,075 998,823 2,447,727 △38,936 4,317,689

　

その他の包括利益累計額

少数株主持分 純資産合計その他有価証券
評 価 差 額 金

繰延ヘッジ
損 益

為替換算
調整勘定

その他の包括
利 益 累 計 額
合 計

前 期 末 残 高 △552 △4,276 △254,485 △259,314 43,085 3,961,357

当 期 変 動 額 　 　 　 　 　 　

剰余金の配当 　 　 　 　 　 △237,855

当期純利益 　 　 　 　 　 377,957

株主資本以外の項目
の当期変動額(純額)

△8,051 4,434 △58,254 △61,871 △40,462 △102,333

当期変動額合計 △8,051 4,434 △58,254 △61,871 △40,462 37,769

当 期 末 残 高 △8,604 158 △312,739 △321,185 2,623 3,999,126

（注）　記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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連　結　注　記　表
　
１．継続企業の前提に関する注記
　　該当事項はありません。
　
２．連結計算書類作成のための基本となる重要な事項
(1) 連結の範囲に関する事項
①　連結子会社の数 12社

連結子会社の名称 ………
　

GMO CLOUD AMERICA INC.
（平成23年４月１日付でHosting & Security, Inc.
より商号変更いたしました）
株式会社アット・ワイエムシー
アイティーネクストホールディングス株式会社
株式会社ワダックス
ＧＭＯグローバルサイン株式会社
GMO GlobalSign Ltd.
GMO GlobalSign, Inc.
GlobalSign NV
株式会社トリトン
ＧＭＯスピード翻訳株式会社
コミュニケーションテレコム株式会社
株式会社シーエムティ

②　非連結子会社の名称
環璽信息科技（上海）有限公司
GMO GlobalSign Pte.Ltd.
GMO GLOBALSIGN INC.
（連結の範囲から除いた理由）
非連結子会社は、小規模であり、総資産、売上高、当期純損益および利益剰余
金（持分に見合う額）等は、いずれも連結計算書類に重要な影響を及ぼしてい
ないため、連結および持分法の適用の範囲から除いております。

(2) 持分法の適用に関する事項
　持分法を適用しない関連会社の名称
　Vietnam Digital Signature Authentication Corporation (V-SIGN）

（持分法を適用しない理由）

　　持分法非適用会社は当期純損益（持分に見合う額）および利益剰余金（持分に見

合う額）等に及ぼす影響が軽微であり、かつ全体としても重要性がないため、持分

法の適用範囲から除外しております。

(3) 連結子会社の事業年度等に関する事項

　　すべての連結子会社の事業年度の末日は、連結決算日と一致しております。
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(4) 会計処理基準に関する事項
①　重要な資産の評価基準及び評価方法

ⅰ)子会社株式 ………… 総平均法による原価法

ⅱ)その他有価証券 　

時価のないもの …… 移動平均法による原価法

匿名組合出資金 ……

の会計処理

匿名組合出資を行うに際して、匿名組合の財産の持分

相当額を「匿名組合出資金」として計上しております。

匿名組合の出資時に「匿名組合出資金」を計上し、匿

名組合が獲得した純損益の持分相当額については、営

業外損益に計上するとともに同額を「匿名組合出資金」

に加減する処理を行っております。

ⅲ)デリバティブ ……… 時価法

②　重要な減価償却資産の減価償却の方法
有形固定資産（リース資産除く）
当社および国内子会社については、定率法（ただし、建物（附属設備を除
く）については定額法）を採用し、在外子会社については、定額法を採用
しております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

　 工具、器具及び備品 ２～６年
無形固定資産（リース資産除く）
定額法を採用しております。なお、ソフトウェア（自社利用）については、
社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法を採用しております。

リース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しておりま
す。
なお、リース取引開始日が平成20年12月31日以前の所有権移転外ファイナ
ンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計
処理によっております。

③　重要な引当金の計上基準

貸倒引当金 ：債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権につ
いては貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権
については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込
額を計上しております。

賞与引当金 ：
　

従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支
給見込額に基づき計上しております。

役員賞与引当金 ：
　

役員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給
見込額に基づき計上しております。

販売促進引当金 ：販売促進を目的として行うキャンペーンにより発生す
るキャッシュバックの支出に充てるため、将来発生見
込額を販売促進引当金として計上しております。
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④　重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算基準
　　　外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換

算差額は損益として処理しております。なお、在外子会社の資産および負債は
連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、収益および費用は期中平均相
場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定およ
び少数株主持分に含めて計上しております。

⑤　重要なヘッジ会計の方法
ⅰ) ヘッジ会計の方法

繰延ヘッジ処理によっております。
ⅱ) ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段　為替予約取引
ヘッジ対象　外貨建の買掛金

ⅲ) ヘッジ方針
　社内管理規程に基づき為替変動によるリスクを回避するためにデリバ
ティブ取引を利用しております。

ⅳ) ヘッジ有効性の評価
　ヘッジ対象およびヘッジ手段について、毎期末に個別毎のヘッジ効果
を検証しております。

⑥　その他連結計算書類作成のための基本となる重要な事項
消費税等の処理方法
税抜方式によっております。

(5) 会計方針の変更

（資産除去債務に関する会計基準の適用）

当連結会計年度より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号

平成20年３月31日）および「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第21号  平成20年３月31日）を適用しております。

これにより、当連結会計年度期間の営業利益および経常利益は3,716千円、税金等

調整前当期純利益は14,147千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始

による資産除去債務の変動額は26,795千円であります。

(6) 表示方法の変更

（連結損益計算書）

当連結会計年度より、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号

平成20年12月26日）に基づき、「会社法施行規則、会社計算規則等の一部を改正す

る省令」（平成21年３月27日　平成21年法務省令第７号）を適用し、「少数株主損

益調整前当期純利益」の科目で表示しております。
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(7) 追加情報

（包括利益）

当連結会計年度より､「包括利益の表示に関する会計基準」(企業会計基準第25号

平成22年６月30日）に基づく、｢会社計算規則の一部を改正する省令」(平成22年９

月30日 平成22年法務省令第33号）の適用により連結貸借対照表及び連結株主資本等

変動計算書の「評価・換算差額等」を、｢その他の包括利益累計額」として表示して

おります。

　
３．連結貸借対照表に関する注記
(1) 有形固定資産の減価償却累計額 893,452千円
(2) 担保に供する資産及びこれに対応する債務

　　①　担保に供している資産
　定期預金 20,000千円

　　　計 20,000千円
　　②　上記に対する債務

　買掛金 8,002千円

　　　計 8,002千円
　
４．連結株主資本等変動計算書に関する注記
(1) 当連結会計年度末の発行済株式の種類および総数

普通株式 116,540株
(2) 配当に関する事項
①　配当金支払額

決 議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基 準 日 効力発生日

平成23年３月22日 普通株式 237,855 2,050 平成22年12月31日 平成23年３月23日

②　基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計
年度となるもの

決 議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり
配当額(円)

基 準 日 効力発生日

平成24年３月22日 普通株式 232,054 利益剰余金 2,000 平成23年12月31日 平成24年３月23日

（注）　平成24年３月22日開催予定の定時株主総会に付議しております。
　
(3) 当連結会計年度末の新株予約権（権利行使期間の初日が到来していないものを除

く）の目的となる株式の種類および総数
普通株式 440株
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５．金融商品に関する注記
(1) 金融商品の状況に関する事項
①　金融商品に対する取組方針
　　　当社グループは、資金運用については短期的な預金等に限定し、資金調達は

原則として自己資金で賄い、必要に応じ銀行等金融機関からの借入とする方針
であります。デリバティブ取引については、後述するリスクを回避するために
利用しており、投機的な取引は行わない方針であります。

②　金融商品の内容及びそのリスク
　　　営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクに晒されています。投資有価証

券は主に業務上の関係を有する企業の株式であり、定期的に財務状況等を把握
しています。また、匿名組合出資金は、営業者の行う事業の業績に伴うリスク
を有しております。

　　　営業債務である買掛金及び未払金は、そのほとんどが一年以内の支払期日で
あり、一部は外貨建てのため為替相場変動リスクに晒されておりますが、必要
に応じて為替予約を利用してヘッジしております。これら営業債務は、流動性
リスクに晒されています。また、長期借入金は主に運転資金の資金調達を目的
としたものであり、返済期間は最長で決算日後２年９ヶ月であります。

　　　デリバティブ取引は、外貨建ての金銭債務に係る為替相場変動リスクに対す
るヘッジを目的とした為替予約取引であります。

③　金融商品に係るリスク管理体制
ⅰ) 信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理
　当社グループは、与信・債権管理規程に従い、事業部門並びに管理部門
が取引先ごとの期日管理および残高管理を行うことにより、財務状況の悪
化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。デリバティブ取
引については、格付の高い金融機関とのみ取引を行っております。

ⅱ) 市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理
　当社グループは、外貨建ての営業債務に係る為替相場変動リスクを抑制
するために、為替予約を利用しております。

ⅲ) 資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いが実行できなくなるリ
スク）の管理

　当社グループは、適時に資金繰計画を作成、更新するとともに、手元流
動性の維持等により流動性リスクを管理しております。

④　金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
　　　金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合に

は合理的に算定された価額が含まれております。当該価額の算定においては変
動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件を採用することにより、当該価
額が変動することがあります。
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(2) 金融商品の時価等に関する事項
平成23年12月31日における連結貸借対照表計上額、時価およびこれらの差額につ

いては、次のとおりであります。なお、時価を把握することが極めて困難と認めら
れるものは、次表に含まれておりません((注2)を参照)。

（単位：千円）

 
連結貸借対照表

計上額
時価 差額

(1) 現金及び預金 3,038,980　　 3,038,980　　 －　

(2) 売掛金 744,908　　 744,908　　 －　

(3) 投資有価証券 10,690　　 11,615　　 925　

(4) 敷金・保証金 150,205　　 137,844　　 △12,361　

資産計 3,944,785　　 3,933,348　　 △11,436　

(1) 買掛金 126,192　　 126,192　　 －　

(2) 未払金 365,668　　 365,668　　 －　

(3) 未払法人税等 162,487　　 162,487　　 －　

(4) 未払消費税等 30,470　　 30,470　　 －　

(5) 長期借入金 (※1) 148,400　　 148,454　　 54　

(6) リース債務（※2） 156,644　　 156,591　　 △53　

負債計 989,862　　 989,864　　 1　

デリバティブ取引（※3） 267　　 267　　 －　

(※1) 長期借入金の中には１年以内返済予定の長期借入金も含まれております。
(※2) リース債務の中には１年以内返済予定のリース債務も含まれております。
(※3) デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合

計で正味の債務となる項目については（ ）で示しております。
　
（注1）金融商品の時価の算定方法並びに有価証券およびデリバティブ取引に関する事

項
　　資　産

(1) 現金及び預金、(2) 売掛金
　これらは、短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似して
いることから、当該帳簿価額によっております。

(3) 投資有価証券
　投資有価証券のうち、満期保有目的の債券についての時価は、取引金融機関
等から提示された価格によっております。

(4) 敷金・保証金
　敷金・保証金の時価は、その将来キャッシュ・フローを国債の利回り等適切
な指標で割り引いた現在価値により算定しております。
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　　負　債
(1) 買掛金、(2) 未払金、(3) 未払法人税等、(4) 未払消費税等

　これらは、短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似して
いることから、当該帳簿価額によっております。

　　(5) 長期借入金、(6) リース債務
　これらの時価については、元利金の合計額を、新規に同様の借入を行った場
合に想定される利率で割り引いた現在価値により算定しております。

　　デリバティブ取引
　デリバティブ取引の時価は、為替予約等の予定取引における当期末時点の評価差
額によるものであります。

　
（注2）時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区分　 連結貸借対照表計上額

非上場株式 (※) 165,793　

投資有価証券(※) 18,657　

匿名組合出資金 (※) 57,855　

  (※) 非上場株式、匿名組合出資金および投資有価証券の一部については、市場価格が
なく、時価を把握することが極めて困難であると認められるため、時価開示の対
象としておりません。　

　

（注3）金融債権および満期のある有価証券の連結決算日後の償還予定額

（単位：千円）

　 1年以内
1年超

5年以内

5年超

10年以内
10年超

現金及び預金 3,038,980　 －　 －　 －　

売掛金 744,908　 －　 －　 －　

投資有価証券 －　 －　 －　 －　

　その他有価証券の
　うち満期のあるもの

－　 －　 －　 49,750　

合計 3,783,889　 －　 －　 49,750　

　
（注4）長期借入金の連結決算日後の返済予定額

（単位：千円）

　 1年以内
1年超

5年以内

5年超

10年以内
10年超

長期借入金 52,800　 95,600　 －　 －　

合計 52,800　 95,600　 －　 －　
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６．１株当たり情報に関する注記
(1) １株当たり純資産額 34,444円60銭
(2) １株当たり当期純利益 3,257円50銭

　
７．重要な後発事象に関する注記
　　該当事項はありません。
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貸　借　対　照　表

（平成23年12月31日現在）

（単位：千円）

資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

流  動  資  産 1,540,860 流  動  負  債 1,223,667

現 金 及 び 預 金 970,528 買 掛 金 43,515

売 掛 金 348,829 リ ー ス 債 務 48,845

未 収 入 金 10,739 未 払 金 182,823
1年内回収予定の関係会
社 長 期 貸 付 金

100,000 未 払 費 用 26,420

前 払 費 用 73,124 前 受 金  818,939

立 替 金 2,970 預 り 金  31,590

繰 延 税 金 資 産 10,501 未 払 法 人 税 等  44,171

そ の 他 28,251 販 売 促 進 引 当 金  4,542

貸 倒 引 当 金 △4,084 そ の 他 22,819

固  定  資  産  4,620,568 固  定  負  債 115,177

有 形 固 定 資 産 333,444 リ ー ス 債 務 97,032

建 物 10,245 資 産 除 去 債 務 18,144

工具、器具及び備品 176,599 負 債 合 計 1,338,845

リ ー ス 資 産 146,599 純 資 産 の 部

無 形 固 定 資 産 439,853 株 主 資 本 4,822,411

の れ ん 139,825 資 本 金 910,075

商 標 権 713 資 本 剰 余 金 998,823

電 話 加 入 権 2,343 資 本 準 備 金  998,823

ソ フ ト ウ ェ ア 296,972 利 益 剰 余 金  2,952,449

投資その他の資産 3,847,270 利 益 準 備 金   300

投 資 有 価 証 券 21,033 その他利益剰余金  2,952,149

関 係 会 社 株 式 1,875,302 別 途 積 立 金   400

匿 名 組 合 出 資 金 57,845 繰越利益剰余金  2,951,749

関係会社長期貸付金 1,800,000 自 己 株 式  △38,936

保 険 積 立 金 11,992 評価・換算差額等  172

長 期 前 払 費 用 7,703
その他有価証券
評 価 差 額 金

 14

敷 金 ・ 保 証 金 44,636 繰延ヘッジ損益  158

繰 延 税 金 資 産 28,757 純 資 産 合 計  4,822,583

資 産 合 計 6,161,429 負 債 純 資 産 合 計 6,161,429

（注）記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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損　益　計　算　書

（平成23年１月１日から平成23年12月31日まで）
（単位：千円）

科 目 金 額

売 上 高 　 5,082,479

売 上 原 価 　 2,611,329

売 上 総 利 益 　 2,471,150

販売費及び一般管理費 　 2,096,881

営 業 利 益 　 374,269

営 業 外 収 益 　 　

受 取 利 息 47,089 　

受 取 配 当 金 38,694 　

匿 名 組 合 投 資 利 益 38,976 　

為 替 差 益 328 　

そ の 他 1,613 126,702

営 業 外 費 用 　 　

支 払 利 息 2,020 2,020

経 常 利 益 　 498,950

特 別 利 益 　 　

固 定 資 産 売 却 益 56,161 56,161

特 別 損 失 　 　

固 定 資 産 除 却 損 2,291 　

減 損 損 失 25,942 　

損 害 賠 償 金 735 　

資産除去債務会計基準の
開 始 に 伴 う 影 響 額

6,550 　

そ の 他 2,834 38,352

税 引 前 当 期 純 利 益 　 516,759

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 198,953 　

法 人 税 等 調 整 額 6,201 205,155

当 期 純 利 益 　 311,603

（注）　記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。



2012/02/20 9:30:11 ／ 11805247_ＧＭＯクラウド株式会社_招集通知

株主資本等変動計算書

－ 31 －

株主資本等変動計算書

（平成23年１月１日から平成23年12月31日まで）
（単位：千円）

　

株 主 資 本

資本金

資本剰余金 利 益 剰 余 金

資本準備金
資本剰余金
合 計

利 益
準 備 金

その他利益剰余金

別 途
積 立 金

繰越利益
剰 余 金

前 期 末 残 高 910,075 998,823 998,823 300 400 2,878,000

当 期 変 動 額 　 　 　 　 　 　

剰余金の配当 　 　 　 　 　 △237,855

当 期 純 利 益 　 　 　 　 　 311,603

株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 ( 純 額 )

　 　 　 　 　 　

当期変動額合計 － － － － － 73,748

当 期 末 残 高 910,075 998,823 998,823 300 400 2,951,749

　

株主資本 評 価 ・ 換 算 差 額 等

純資産
合 計

利益剰余金

自己株式
株主資本
合 計

その他有価
証券評価差
額 金

繰 延
ヘ ッ ジ
損 益

評価・換算
差額等合計利益剰余金

合 計

前 期 末 残 高 2,878,700 △38,936 4,748,663 － △4,276 △4,276 4,744,386

当 期 変 動 額 　 　 　 　 　 　 　

剰余金の配当 △237,855 　 △237,855 　 　 　 △237,855

当 期 純 利 益 311,603 　 311,603 　 　 　 311,603

株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 ( 純 額 )

　 　 　 14  4,434 4,448 4,448

当期変動額合計 73,748 － 73,748 14  4,434 4,448 78,197

当 期 末 残 高 2,952,449 △38,936 4,822,411  14 158 172 4,822,583

（注）記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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個　別　注　記　表

　

１．継続企業の前提に関する注記

　　該当事項はありません。　

　

２．重要な会計方針

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

ⅰ)子会社株式 ………… 総平均法による原価法

ⅱ)その他有価証券 　

時価のないもの …… 移動平均法による原価法

匿名組合出資金 ……

の会計処理

匿名組合出資を行うに際して、匿名組合の財産の持分

相当額を「匿名組合出資金」として計上しております。

匿名組合の出資時に「匿名組合出資金」を計上し、匿

名組合が獲得した純損益の持分相当額については、営

業外損益に計上するとともに同額を「匿名組合出資金」

に加減する処理を行っております。

ⅲ)デリバティブ ……… 時価法

(2) 固定資産の減価償却の方法

有形固定資産（リース資産除く）

　　　　　　：建物（建物附属設備を除く）については定額法

上記以外については定率法

無形固定資産（リース資産除く）

　　　　　　：定額法

なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用

可能期間（５年）に基づく定額法によっております。

リース資産　：リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法

なお、リース取引開始日が平成20年12月31日以前の所有権移転

外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に

係る方法に準じた会計処理によっております。

(3) 外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算基準

外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額

は損益として処理しております。

(4) 引当金の計上基準

貸倒引当金　　：債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については

貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個

別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しておりま

す。
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販売促進引当金：販売促進を目的として行うキャンペーンにより発生するキャ

ッシュバックの支出に充てるため、将来発生見込額を販売促

進引当金として計上しております。

(5) ヘッジ会計の方法

①　ヘッジ会計の方法

繰延ヘッジ処理によっております。

②　ヘッジ手段とヘッジ対象

　ヘッジ手段　為替予約取引

　ヘッジ対象　外貨建の買掛金

③　ヘッジ方針

　社内管理規程に基づき為替変動によるリスクを回避するためにデリバティブ

取引を利用しております。

④　ヘッジ有効性の評価

　ヘッジ対象及びヘッジ手段について、毎期末に個別毎のヘッジ効果を検証し

ております。

(6) 消費税等の処理方法

税抜方式によっております。

　

３．会計方針の変更

（資産除去債務に関する会計基準の適用）

当事業年度より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号  平

成20年３月31日）および「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計

基準適用指針第21号  平成20年３月31日）を適用しております。

これにより、当事業年度の営業利益および経常利益は1,680千円、税引前当期純利

益は8,230千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債

務の変動額は17,855千円であります。

　

４．貸借対照表に関する注記

(1) 資産に係る減価償却累計額

有形固定資産の減価償却累計額 614,747千円

(2) 保証債務

子会社の金融機関からの借入金に対する保証債務

　　　　株式会社ワダックス 148,400千円

(3) 関係会社に対する金銭債権・債務（区分表示したものを除く）

　 金銭債権 16,862千円

　 金銭債務 5,469千円

(4) 役員に対する貸付金 16,028千円
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５．損益計算書に関する注記

　関係会社との取引高

　 営業取引（売上高） 186,523千円

　 （仕入高等） 44,163千円

　 営業取引以外の取引 85,668千円

　

６．株主資本等変動計算書に関する注記

当事業年度末における自己株式の種類及び株式数

　 普通株式 513株

　

７．税効果会計に関する注記

　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

　 繰延税金資産　 　

　 投資有価証券評価損 13,409千円

　 資産除去債務 6,466千円

　 減損損失累計額 12,568千円

　 未払事業税 5,377千円

　 未払事業所税 1,609千円

　 販売促進引当金 1,848千円

　 その他 1,774千円

　 繰延税金資産合計 43,055千円

　 繰延税金負債 　

　 資産除去債務に対応する除去費用 3,678千円

　 その他 118千円

　 繰延税金負債合計 3,796千円

　 繰延税金資産の純額 39,258千円

（法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正）

平成23年12月２日に「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための

所得税法等の一部を改正する法律（平成23年法律第114号）および「東日大震災から

の復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置法」（平

成23年法律第117号）が公布され、平成24年４月１日以降開始する事業年度より、法

人税率が変更されることとなっております。

これに伴い、平成25年１月１日以降開始する事業年度において解消が見込まれる

一時差異については繰延税金資産および繰延税金負債を計算する法定実効税率は

40.69%から38.01%に変動いたします。
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また、平成28年１月１日以降開始する事業年度において解消が見込まれる一時差

異については、繰延税金資産および繰延税金負債を計算する法定実効税率は、35.64%

に変動いたします。

この変動により、繰延税金負債の金額（繰延税金資産の金額を控除した金額）が

3,238千円減少し、当事業年度に費用計上された法人税等調整額は3,238千円増加し

ております。

　

８．リースにより使用する固定資産に関する注記

貸借対照表に計上した固定資産のほか、パソコン機器及び事務用機器の一部につい

て、リース契約により使用しております。

　

９．関連当事者との取引に関する注記

(1) 親会社及び法人主要株主等

属性
会社等の
名称

住所
資本金又は
出資金
（千円）

事業の内容
又は職業

議決権等の
所有(被所有)

割合
（％）

関係内容

取引の内容
取引金額
（千円）

科目
期末残高
（千円）役員の

兼任等
事業上の
関係

親会社
　
　

GMOインター
ネット㈱
　
　

東京都
渋谷区
　
　

2,000,000
　
　

総合インタ
ーネット事
業
　
　

（被所有）
直接
51.4　
　

兼任
３名
　
　

販売、仕入
及び賃貸借
取引等

当社のホスティン
グサービスの販売
（注１①）

455,680 売掛金 37,281

機器等レンタル料
及び施設使用料等
の支払（注１②）

536,791 買掛金 3,119

賃料及び業務委託
料の支払
（注１②）

175,814 未払金 66,210

匿名組合出
資
　

匿名組合投資利益
（注１③）

38,976
匿名組合
出資金

57,845

（注）1 　取引条件及び取引条件の決定方針等

①　当社と関係を有しない会社との取引と同様に、取引規模等を総合的に勘案し交渉の上決定

しております。

②　同社における一括負担分のうち、当社使用分の実費相当額となっております。

③　当該匿名組合は、GMOインターネット㈱を営業者とする匿名組合であり、匿名組合契約書に

基づき出資をしております。

2 　取引金額には消費税等は含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれております。
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(2) 子会社等

属性
会社等の
名称

住所
資本金又は
出資金
（千円）

事業の内容
又は職業

議決権等の
所有(被所有)

割合
（％）

関係内容

取引の内容
取引金額
（千円）

科目
期末残高
（千円）役員の

兼任等
事業上の
関係

子会社
GMOグローバ
ルサイン㈱

東京都
渋谷区

356,640
セキュリテ
ィサービス
事業

直接
89.8

兼任
４名

販売、仕入
及び賃貸借
取引等

当社のホスティン
グサービスの販売
（注１①）

8,259 売掛金　 722

同社のセキュリテ
ィサービスの仕入
（注１①）

29,780 未払金 2,835

資金の貸付
（注１②）

－
関係会社

長期貸付金
1,900,000

貸付金の回収 100,000 － －

利息の受取
（注１②）

46,974 － －

子会社
㈱ワダック
ス

大阪府
大阪市

50,000
ホスティン
グサービス
事業

間接
100.0

兼任
２名

債務保証
金融機関借入債務
の保証
（注１③）

148,400 － －

（注）1 　取引条件及び取引条件の決定方針等

①　当社と関係を有しない会社との取引と同様に、取引規模等を総合的に勘案し交渉の上決定

しております。

②　関係会社長期貸付金は、同社事業再編に伴う貸付資金であります。受取利息の金利につい

ては、市場の実勢金利を考慮の上、決定しております。

③　子会社の金融機関からの借入に対し、債務保証を行っております。

2 　取引金額には消費税等は含まれておらず、期末残高のうち、関係会社長期貸付金には消費税

は含まれておらず、その他の期末残高には消費税等が含まれております。

(3) 役員及び個人主要株主等

属性 氏名 住所
資本金又は
出資金
（千円）

事業の内容
又は職業

議決権等の
所有(被所有)

割合
（％）

関係内容

取引の内容
取引金額
（千円）

科目
期末残高
（千円）役員の

兼任等
事業上の
関係

重要な
子会社
の役員

和田　大 － － 子会社役員 － － － 未払金の返済 77,900 － －

　　

10．１株当たり情報に関する注記

(1) １株当たり純資産額 41,564円33銭

(2) １株当たり当期純利益 2,685円61銭

　

11．重要な後発事象に関する注記

　　該当事項はありません。
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告

　 独 立 監 査 人 の 監 査 報 告 書 　

　 平成24年２月13日　

　　 　

　ＧＭＯクラウド株式会社 　

　 取　締　役　会　御中 　

　 　 　

　 有限責任監査法人　ト ー マ ツ 　

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 吉 村 孝 郎 

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 岡 田 雅 史 
　

　　
　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、ＧＭＯクラウド株式会社の
平成23年１月１日から平成23年12月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すな
わち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記
表について監査を行った。この連結計算書類の作成責任は経営者にあり、当監査法
人の責任は独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明することにある。
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し
て監査を行った。監査の基準は、当監査法人に連結計算書類に重要な虚偽の表示が
ないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査は、試査を基礎として
行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われ
た見積りの評価も含め全体としての連結計算書類の表示を検討することを含んでい
る。当監査法人は、監査の結果として意見表明のための合理的な基礎を得たと判断
している。
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる企業会計の基準に準拠して、ＧＭＯクラウド株式会社及び連結子会社から成る
企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点
において適正に表示しているものと認める。
　　
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載
すべき利害関係はない。

以　上
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会計監査人の監査報告

　 独 立 監 査 人 の 監 査 報 告 書 　

　 平成24年２月13日　

　　 　

　ＧＭＯクラウド株式会社 　

　 取　締　役　会　御中 　

　 　 　

　 有限責任監査法人　ト ー マ ツ 　

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 吉 村 孝 郎 

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 岡 田 雅 史 
　

　　

　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、ＧＭＯクラウド株式

会社の平成23年１月１日から平成23年12月31日までの第19期事業年度の計算書類、

すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びに

その附属明細書について監査を行った。この計算書類及びその附属明細書の作成責

任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から計算書類及びその附属明細

書に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附属明細書に重要

な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査は、試

査を基礎として行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者

によって行われた見積りの評価も含め全体としての計算書類及びその附属明細書の

表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監査の結果として意見表明のた

めの合理的な基礎を得たと判断している。

　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公

正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書

に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示している

ものと認める。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載

すべき利害関係はない。

以　上
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監査役会の監査報告

　 監　査　報　告　書 　
　　当監査役会は、平成23年１月１日から平成23年12月31日までの第19期事業年度の取締役の職務の

執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下
のとおり報告いたします。
１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
　監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果につい
て報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必
要に応じて説明を求めました。
　各監査役は、監査役会が定めた監査の方針、職務の分担等に従い、取締役、内部監査部門その
他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、取締役会
その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を受け、
必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び
財産の状況を調査いたしました。また、事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及
び定款に適合することを確保するための体制その他株式会社の業務の適正を確保するために必要
なものとして会社法施行規則第100条第１項及び第３項に定める体制の整備に関する取締役会決議
の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について、取締役及び使
用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意
見を表明いたしました。子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の
交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。以上の方法に基づき、当該事業
年度に係る事業報告及びその附属明細書について検討いたしました。
　さらに、会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検
証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を
求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」
（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月28日
企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。以
上の方法に基づき、当該事業年度に係る計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計
算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算
書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。

２．監査の結果
(1) 事業報告等の監査結果
一　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているも

のと認めます。
二　取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実は認

められません。
三　内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部

統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべ
き事項は認められません。

(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果
　会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

(3) 連結計算書類の監査結果
　会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

　

　平成24年２月20日 　

　
ＧＭＯクラウド株式会社　
監査役会

　

　

常勤監査役 藤 田 智 秀 

社外監査役 稲 葉 幹 次 

社外監査役 佐 藤 明 夫 

　

以　上
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株主総会参考書類
　
第１号議案　剰余金の処分の件

　当期の期末配当につきましては、当期の業績および財務内容等を勘案し、以下の

とおりといたしたいと存じます。

(1) 配当財産の種類

　金銭といたします。

(2) 株主に対する配当財産の割当てに関する事項およびその総額

当社普通株式１株につき2,000円　　総額232,054,000円

(3) 剰余金の配当が効力を生じる日

平成24年３月23日

　

第２号議案　定款一部変更の件

1.　変更の理由

(1) 当社グループが創業の精神として掲げるスピリットベンチャー宣言を定款に明

記することにより、事業活動における当社の基本原則として明らかにするもの

であります。（変更案第２条）

(2) 当社の業務執行における適正手続を担保するため、取締役会決議事項の事後承

認を原則禁止することを明らかにするものであります。（変更案第28条）

(3) 上記変更に伴う条数の変更を行うものであります。　

2.　変更の内容

　現行定款の一部を次の変更案（変更部分は下線で示す。）のとおり改めたいと存

じます｡
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現 行 定 款 変 更 案

　

（新　設）　
（創業の精神）

第２条　当会社ならびにGMOインターネッ

トグループは、創業の精神として

「スピリットベンチャー宣言」を

掲げ、インターネットの”場”の

提供に経営資源を集中し、「日本

を代表する総合インターネットグ

ループ」として、インターネット

を豊かに楽しくし、新たなインタ

ーネットの文化・産業とお客様の

「笑顔」「感動」を創造し、社会

と人々に貢献する。

　

第２条～第26条　（条文省略） 第３条～第27条　（現行どおり）　

　

　

（新　設）　
（取締役会による事後承認の禁止）

第28条　取締役会において決議すべき事

項についての取締役会決議は、当

該事項の執行の後にこれを得るこ

とを禁止する。

　 (2)　前項の規定にかかわらず、取締

役会において決議すべき事項につ

いて、当該事項が緊急且つ重要な

ものであり、当該事項の執行に先

んじて取締役会の決議を得るので

は当会社の経営に重大な影響を及

ぼす場合に限り、代表取締役社長

は、法令又は定款に違反しない範

囲で、取締役会の決議に先んじて

当該事項を執行する。

　 (3)　前項の場合には、代表取締役社

長は、前項に定める執行後に開催

される最初の取締役会において、

当該執行の事実を報告し、当該執

行について、議決に加わることが

できる取締役全員の賛成による決

議を得なければならない。

　

第27条～第43条　（条文省略） 第29条～第45条　（現行どおり）　
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第３号議案　取締役７名選任の件

　取締役の全員（７名）は、本定時総会終結の時をもって任期満了となりますので、

取締役７名の選任をお願いいたしたいと存じます。

　取締役候補者は、次のとおりであります。

候補者
番　号

氏　　名
（生年月日）

略歴、地位および担当ならびに
重 要 な 兼 職 の 状 況

所 有 す る
当社の株式数

１
くま

熊
がい

谷
まさ

正
とし

寿
(昭和38年７月17日)

平成３年５月　株式会社ボイスメディア（現
GMOインターネット株式会社）
代表取締役

平成11年９月　株式会社まぐクリック（現GMO
アドパートナーズ株式会社）
代表取締役

平成12年４月　同社取締役
平成13年８月　株式会社アイル（現当社）代

表取締役会長
平成15年３月　グローバルメディアオンライ

ン株式会社（現GMOインターネ
ット株式会社）代表取締役会
長兼社長
株式会社アイル（現当社）取
締役会長（現任）

平成16年３月　株式会社paperboy&co.取締役
会長（現任）

平成16年12月　株式会社カードコマースサー
ビス（現GMOペイメントゲート
ウェイ株式会社）取締役会長

平成19年３月　株式会社まぐクリック（現GMO
アドパートナーズ株式会社）
取締役会長（現任）

平成20年５月　GMOインターネット株式会社代
表取締役会長兼社長　グルー
プ代表（現任）

平成23年12月　GMOペイメントゲートウェイ株
式会社取締役会長兼社長　
（現任）　

0株
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候補者
番　号

氏　　名
（生年月日）

略歴、地位および担当ならびに
重 要 な 兼 職 の 状 況

所 有 す る
当社の株式数

２
あお

青
やま

山 　
みつる

満
(昭和42年２月８日)

平成元年４月　東京航空計器株式会社入社
平成７年９月　有限会社アイル（現当社）入

社
平成９年５月　株式会社アイル（現当社）代

表取締役社長（現任）
平成15年３月　グローバルメディアオンライ

ン株式会社（現GMOインターネ
ット株式会社）取締役（現
任）

平成20年11月　Global Web株式会社（現GMOス
ピード翻訳株式会社）代表取
締役社長（現任）

3,487株

３
ちゅう

中
じょう

条
いち

一
ろう

郎
(昭和40年７月18日)

昭和63年４月　株式会社ヤナセ入社
平成３年８月　Takuyo corp.入社
平成９年７月　WEBKEEPERS, Inc.（現GMO

CLOUD AMERICA INC.）入社
平成12年２月　株式会社アイル（現当社）取

締役
平成15年４月　日本ジオトラスト株式会社

（現GMOグローバルサイン株式
会社）代表取締役社長（現
任）

平成18年３月　当社取締役セキュリティサー
ビス事業統括

平成22年３月　当社取締役副社長セキュリテ
ィサービス事業統括

平成23年12月　当社取締役副社長セキュリテ
ィサービス事業統括兼エンタ
ープライズ営業部門統括（現
任）　

3,487株
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候補者
番　号

氏　　名
（生年月日）

略歴、地位および担当ならびに
重 要 な 兼 職 の 状 況

所 有 す る
当社の株式数

４
た

田
なか

中
やす

康
あき

明
(昭和48年３月４日)

平成10年９月　ラピッドサイト株式会社入社
平成12年８月　株式会社アイル（現当社）入

社　セールス部長
平成15年７月　ホスティング事業本部長
平成17年３月　当社取締役ホスティング事業

本部長
平成18年７月　当社取締役ホスティングサー

ビス事業統括兼ホスティング
事業推進本部長

平成20年７月　当社取締役ホスティングサー
ビス事業統括兼専用ホスティ
ング事業本部長

平成22年３月　当社常務取締役ホスティング
サービス事業統括兼専用ホス
ティング事業本部長

平成22年10月　当社常務取締役ホスティング
サービス事業統括兼クラウド
サービス開発室担当

平成23年12月　当社常務取締役ホスティング
営業部門統括（現任）

490株

５
かん

閑
の

野
みち

倫
あり

有
(昭和47年７月24日)

平成９年10月　監査法人トーマツ（現有限責
任監査法人トーマツ）入所

平成13年４月　公認会計士登録
平成15年１月　株式会社アイル（現当社）入

社
平成15年７月　当社経営企画室長
平成18年３月　当社取締役経営企画室長
平成22年３月　当社常務取締役ソリューショ

ンサービス事業統括兼経営財
務本部長

平成23年12月　当社常務取締役ソリューショ
ンサービス事業統括兼コーポ
レート部門統括（現任）　

416株

※
６

から

唐
さわ

澤 　
みのる

稔
(昭和38年10月１日)

平成３年７月　シュルンベルジェ株式会社入
社

平成８年５月　マイクロソフト株式会社入社
平成９年９月　Microsoft Corporation入社
平成23年８月　当社入社
平成23年12月　当社技術部門統括（現任）　

0株
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候補者
番　号

氏　　名
（生年月日）

略歴、地位および担当ならびに
重 要 な 兼 職 の 状 況

所 有 す る
当社の株式数

７
やす

安
だ

田
まさ

昌
し

史
(昭和46年６月10日)

平成12年４月　公認会計士登録
　　　　　　　インターキュー株式会社（現

GMOインターネット株式会社）
入社

平成13年９月　同社経営戦略室長
平成14年３月　同社取締役経営戦略室長
平成15年３月　同社グループ経営戦略担当兼

IR担当
同社常務取締役
株式会社アイル（現当社）社
外取締役（現任）  

平成16年12月　株式会社カードコマースサー
ビス（現GMOペイメントゲート
ウェイ株式会社）社外監査役
（現任）

平成17年３月　グローバルメディアオンライ
ン株式会社（現GMOインターネ
ット株式会社）専務取締役
株式会社paperboy&co.社外監
査役（現任）　

平成20年３月　株式会社まぐクリック（現GMO
アドパートナーズ株式会社）
社外取締役（現任）

平成20年５月　GMOインターネット株式会社専
務取締役グループ管理部門統
括（現任）

平成23年６月　GMOクリック証券株式会社取締
役（現任）

0株

（注）1.　※印は、新任の取締役候補者であります。
2.　候補者熊谷正寿氏は、当社の親会社であるGMOインターネット株式会社の代表

取締役会長兼社長を務めており、当社と同社との間には、ホスティングサー
ビスのＯＥＭ供給およびドメインの仕入等の取引があります。他の候補者と
当社との間には、特別の利害関係はありません。

3.　候補者熊谷正寿氏、青山満氏及び安田昌史氏は、当社の親会社であるGMOイン
ターネット株式株式又はその子会社の業務執行者であり、当該会社における
地位及び担当は、略歴及び重要な兼職の状況に記載のとおりであります。　
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4.　候補者安田昌史氏は、社外取締役候補者であります。同氏は、当社の親会社
であるGMOインターネット株式株式の業務執行者（専務取締役グループ管理部
門統括）であります。同氏は、GMOインターネット株式会社の取締役としての
豊富な経験・知見等に加え、公認会計士としての専門的な知識および経験を
有しており、当社の経営に生かしていただきたいため、社外取締役として選
任をお願いするものであります。同氏は、平成15年３月より当社社外取締役
を務めており、その就任期間は、本定時総会終結の時をもって９年でありま
す。　

　

第４号議案　監査役２名選任の件

　　　監査役藤田智秀氏は、本定時総会終結の時をもって辞任いたします。また、監査

役稲葉幹次氏は、本定時総会終結の時をもって任期満了となります。つきましては、

監査役２名の選任をお願いいたしたいと存じます。

　　　なお、監査役候補者深山智房氏は、監査役藤田智秀氏の補欠として選任をお願い

するものでありますので、その任期は当社定款の定めにより退任される同監査役の

任期の満了する時までとなります。

　　　監査役候補者は、次のとおりであります。

　　　なお、当議案の提出に当たっては、予め当社監査役会の同意を得ております。

候補者
番　号

氏　　名
（生年月日）

略 歴 、 地 位 な ら び に
重 要 な 兼 職 の 状 況

所 有 す る
当社の株式数

１
み

深
やま

山
とも

智
ふさ

房
(昭和29年１月４日)

昭和53年４月　山一證券株式会社入社
平成10年２月　ヒューマン株式会社入社
平成12年４月　株式会社アイル（現当社）入

社
平成12年７月　当社管理部長
平成15年３月　当社取締役管理部長
平成15年７月　当社取締役管理本部長
平成22年３月　当社常務取締役管理本部長
平成23年12月　当社常務取締役業務部門統括

（現任）

600株
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候補者
番　号

氏　　名
（生年月日）

略 歴 、 地 位 な ら び に
重 要 な 兼 職 の 状 況

所 有 す る
当社の株式数

２
いな

稲
ば

葉
もと

幹
し

次
(昭和12年９月９日)

平成９年３月　インターキュー株式会社（現
GMOインターネット株式会社）
取締役管理本部長

平成10年７月　同社取締役社長室長
平成13年３月　株式会社まぐクリック（現GMO

アドパートナーズ株式会社）
監査役（現任）

平成13年８月　株式会社アイル（現当社）監
査役（現任）

平成14年３月　グローバルメディアオンライ
ン株式会社（現GMOインターネ
ット株式会社）相談役（現
任）

0株

（注） 1.　各候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。

 2.　候補者深山智房氏は、本定時総会終結の時をもって、当社取締役を退任する

予定であります。

 3.　候補者稲葉幹次氏は、社外監査役候補者であります。同氏は、元GMOインタ

ーネット株式会社の管理部門担当の取締役としての豊富な経験・知見等を

有しており、当社の監査体制に生かしていただきたいため、社外監査役と

して選任をお願いするものであります。同氏は、平成13年８月より当社監

査役を務めており、その就任期間は、本定時総会終結の時をもって10年７

ヶ月であります。

　

以　上　　　　
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地図

　

株主総会会場ご案内図
　

会場　セルリアンタワー東急ホテル　地下２階「朝霧」

〒150－8512　東京都渋谷区桜丘町26番１号

TEL（03）5457－0909
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　 交通のご案内 ●東京メトロ 銀 座 線・半蔵門線

　 　 　 副都心線

　 　 ●Ｊ　　　Ｒ 山 手 線・埼 京 線

　 　 ●東急東横線・田園都市線

　 　 ●京王井の頭線

　 　 各「渋谷駅」より徒歩５分




